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御挨拶

謹啓
時下、貴社におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素より「日本がん検診・診断学会」につきましては格別のご厚情を賜り、厚く御礼を

申し上げます。
さて、2020年からの新型COVID-19爆発的な感染拡大により、世界的に未曾有の混乱
状態を来しております。会員の皆様方におかれましてはこの間に大変な時期を過ごされて
いたのではないでしょうか。それに伴い、進行癌の発見率が激増しているともいわれてい
ます。今後2人に1人ががんに罹る時代を迎えるにあたり、がんの早期発見の重要性が高
まっておりますが、がん検診向上のためには、社会に即した新しい戦略が強く求められて
います。この間、私共の職場の環境も大きな変革が起きたのは紛れもない事実であり、検
診分野においては形態の改革が迫られるなど大きな転換点となりました。その後、苦しい
時期を過ごしながらワクチン接種の普及や感染者の減少、治療薬の開発などにより徐々に
明るい兆しも見えるようになりました。これまで生活のみならず仕事面においても種々の
活動が自粛・縮小を強いられていた日々からwith COVID-19時代に向けて、新たな一歩
を踏み出す機運が高まっているのではないでしょうか？ このような環境下に第30回学会
総会の会長を拝命したため、今回の総会のテーマを『がん検診・診断 次の一歩』とさせて
いただきました。周囲の状況を見ながら恐る恐る小さな一歩を踏み出そうとする方、タイ
ミングを計り大きな一歩を踏み出そうとしている方、それぞれの置かれている環境により
異なりますが、どんな形であれ時は進んでおり一歩を踏み出さなくてはなりません。そこ
で、今回の学術集会では、原点に戻ってがん検診・診断の在り方・方向性を改めて見つめ
直しこれからの発展・飛躍を見いだすきっかけをつくる場として開催をしたいと考えてお
ります。
そして、今回の総会は第30回と区切りの開催となります。大きな節目となる第30回記

念大会の会長を任命され、身に余る光栄と感じるとともにその責任の重さに身の引き締ま
る思いでいっぱいです。本学会は、癌学会、癌治療学会と横並びに検診・診断を主体と
したがん検診・診断学会の必要性から平成3（1991）年、日本消化器集団検診学会の有賀
槐三理事長のもとに、日本肺癌学会（代表・坪井栄孝氏）、日本婦人科がん検診学会（代
表・天神美夫氏）が参加し、平成4年には日本腎泌尿器疾患予防医学研究会（代表・渡邊
泱氏）、日本乳がん検診学会（代表・木戸長一郎氏）、日本小児がん学会（代表・澤田淳氏）
が、平成5年には日本医学放射線学会（代表・片山仁氏）が参画し、計7学会で、各種が
ん検診に共通した諸問題、特にがん診断学、検診方法、精度管理、検診の評価および行政
の対応などについて協議し日本におけるがん検診・診断の発展に寄与する目的で設立活動
してきた学会です。
一方、超音波、内視鏡、CT、MRI等々、画像機器等の発展はめざましく、あらゆる領
域のがんの早期発見も可能となってきました。さらに、ゲノム診断をはじめとする新しい
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診断技術も次々と開発されています。治療においても患者の遺伝子情報をもとにしたコン
パニオン診断、最適な治療法を選択する個別医療も日々進展し常態化しつつありこれらの
新しい診断学を早期に検診に取り入れる努力も常に行われています。つまりがん検診・診
断の多様化が進む中、多領域の知識を集中しで習得できる学会が本学会の特徴と言えま
す。この節目となる会で過去の変貌を振り返りつつ未来についての方向性が示唆される
ような最新の研究発表と活発な議論を頂き、学会を通じて参加された皆様方のmotivation

を高め、それぞれが大きな一歩を踏み出すことのお手伝いをすることができれば学会長と
しての社会貢献であると考えております。

COVID-19の収束を願いつつ、開催様式は不透明な部分はあるものの一人でも多くの
方々にご参加いただき皆様にとりまして有意義な学会となりますよう、事務局一同、鋭意
準備を進めて参りますので、何卒、ご理解・ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げ
ます。
末筆ながら皆様方の益々のご繁栄をお祈り申し上げます。

謹　白

第30回日本がん検診・診断学会総会会長
日本大学医学部内科学系消化器肝臓内科分野
日本大学病院消化器内科 超音波検査室
小川　眞広
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1. 名　称： 第30回 日本がん検診・診断学会総会
  テーマ「がん検診・診断　次の一歩」

2. 会　期： 令和4年 9月29日（木）・9月30日（金）

3. 会　場： 一橋大学一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）

4. 主　催： 特定非営利活動法人日本がん検診・診断学会

5. 会　長： 小川　眞広（日本大学医学部内科学系消化器肝臓内科分野）

6. プログラム委員会： 委員長 小川　眞広（日本大学）
  肺癌 土田　敬明（国立がん研究センター中央病院）
  乳腺 笠原　善郎（福井県済生会病院）
  婦人科 小田　瑞恵（こころとからだの元氣プラザ）
  腎泌尿器 伊藤　一人（黒沢病院）
  腎泌尿器 沖原　宏治（京都府立医科大学）
  放射線 長町　茂樹（福岡大学）
  小児科 檜山　英三（広島大学病院）
  消化管 河合　　隆（東京医科大学）
  肝胆膵 渡邊　幸信（日本大学病院）
  オブザーバー 森山　光彦（日本大学医学部附属　板橋病院）

7. 参加予定者数： 約290名

8. 学会の概要（予定）： （1） 特別講演 2題
  （2） 教育講演 2～ 4題
  （3） シンポジウム 2件
  （4） パネルディスカッション 2件
  （5） ワークショップ 2件
  （6） ランチョンセミナー 4題
  （7） 共催セミナー 1題
  （8） スイーツセミナー 1題
  （9） Webセミナー 14題
  （10） 一般演題　　口演
  （11） 企業展示 最大2社予定

9. 事務局： 第30回日本がん検診・診断学会総会事務局
  〒102-0072　東京都千代田区飯田橋3-11-15 6F　株式会社クバプロ内
  Tel  03-3238-1689　Fax  03-3238-1837
  E-mail  jacdd2022@kuba.jp　HP  https://www.jacdd.org/soukai30/

10. 企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドラインについて
（1） 日本製薬工業協会策定の「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライン」に基づ

き「貴社と医療機関及び医療関係者との関係の透明性に関する指針」に従い、寄付金に
関する「会の名称」とその「金額」を貴社のウェブサイト上に公開することを同意いたし
ます。

（2） 日本医療機器産業連合会策定の「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライン」
に基づき「貴社と医療機関及び医療関係者との関係の透明性に関する指針」に従い、寄
付金に関する「会の名称」とその「金額」を貴社のウェブサイト上に公開することを同意
いたします。

開催概要
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1. 掲載媒体： 第30回 日本がん検診・診断学会総会抄録集

2. 発行部数： 1,000部

3. 配布対象： 日本がん検診・診断学会会員、非会員参加者およびがん検診関係機関

4. 掲載料金（募集口数）：
  A4版
  表4（1口）： 154,000円　（税込）
  表3（1口）： 99,000円　（税込）
  表2（1口）： 110,000円　（税込）
  中頁（全面）（3口）： 77,000円　（税込）
  中頁（半面）（4口）： 55,000円　（税込）

5. 申込締切日： 令和4年8月  5日（金）

6. 原稿締切日： 令和4年8月19日（金）

7. 入稿形態： オフセット印刷のため、版下またはデータでご提出ください。
  また、プリントアウトした広告見本も同封してください。
  【サイズ：（全面）天地：255 mm、左右：175 mm／
  　　　　  （半面）天地：123 mm、左右：175 mm】

8. お振込先： 銀 行 名：ゆうちょ銀行
  店　　名：○○八（読み　ゼロゼロハチ）
  店　　番：008
  口座番号：9595438
  口座種類：普通
  口座名義：特定非営利活動法人日本がん検診・診断学会
  　　　　　ﾄｸﾋ）ﾆﾎﾝｶﾞﾝｹﾝｼﾝｼﾝﾀﾞﾝｶﾞｯｶｲ

講演抄録集広告掲載募集要項
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1. 展示会場： 一橋大学一橋講堂　2階　講堂前

2. 展示料金： 198,000円（税込）
  1小間：長机1台（H 1800×W 120）、パネル板

3. 申し込み締切日： 令和4年8月5日（金）

4. 搬入・搬出： 搬入　令和4年9月28日（水）18:00頃 予定
  搬出　令和4年9月30日（金）17:00頃 予定

5．使用電力： 幹線工事費と使用料金を別途請求させていただきます。
  お申し込みの際に、使用電力等を別紙申込書にご記入ください。

6. 御請求・お支払いについて：
お申し込み確定後、請求書をお送りいたします。
請求書に記載いたします支払日までに指定口座へお振込み下さい。
また、振込手数料は貴社にてご負担下さい。貴社事情により支払い
日までにお振込みできない場合は、必ずご連絡下さい。

7. お申し込み解約について：
申込書受領後の解約は原則お受けできません。ただし、申込解約を
書面にてお送りいただいたうえで、やむをえず主催者が解約を認め
た場合は、以下の解約料金をお支払いいただきます。
解約料金：解約書面をお送りいただいた日を基準として、
　　　　　令和4年6月末日までに受領
　　　　　　……請求書の50％をお支払いいただきます。
　　　　　令和4年7月1日以降
　　　　　　……請求書の全額をお支払いいただきます。

8. お振込先： 銀 行 名：ゆうちょ銀行
  店　　名：○○八（読み　ゼロゼロハチ）
  店　　番：008
  口座番号：9595438
  口座種類：普通
  口座名義：特定非営利活動法人日本がん検診・診断学会
  　　　　　ﾄｸﾋ）ﾆﾎﾝｶﾞﾝｹﾝｼﾝｼﾝﾀﾞﾝｶﾞｯｶｲ

企業展示募集要項



6

令和　　　年　　　月　　　日

□ 講演抄録集に広告掲載を申し込みます。
　　□ 表4： 154,000円　（税込）
　　□ 表3： 99,000円　（税込）
　　□ 表2： 110,000円　（税込）
　　□ 中頁（全面）： 77,000円　（税込）
　　□ 中頁（半面）： 55,000円　（税込）

□ 企業展示に申し込みます。　　　　　　　小間
　　　　　　　　　　　　　 （※1小間198,000円（税別））

貴社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご担当部署：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　〒

ご連絡先住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　　

E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

講演抄録集広告掲載申込書・展示申込書

申込先： 第30回日本がん検診・診断学会総会事務局
 〒102-0072　東京都千代田区飯田橋3-11-15 6F
 株式会社クバプロ内　
 Tel  03-3238-1689 / Fax  03-3238-1837
 E-mail  jacdd2022@kuba.jp
 HP  https://www.jacdd.org/soukai30/
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1. 開催日程： ランチョンセミナー・共催セミナー
  令和4年9月29日（木）・30日（金）

2. 会　場： 一橋大学 中会議室4～ 2、特別会議室1～ 3

3. 講演形式： PCプレゼンテーション形式で最大60分。
＊） プログラムの都合により、時間帯が多少変更になる場合もあり
ますのでご承知下さい。

＊） 講演内容・司会・演者の選定については貴社と学会事務局との
合意のうえで決定させていただきます。特に司会選定は必ず事
務局にご相談ください。

4. 共催費： ランチョンセミナー 1,650,000円（税込）　  4社
  共催セミナー 1,100,000円（税込）　  1社
  スイーツセミナー 990,000円（税込）　  1社

※ ランチョンセミナー及び共催セミナー、スイーツセミナーの参
加費には会場使用費、映像・音響機材費及びスタッフ人件費
（PCオペレータ、照明係、進行係）を含んでいます。

※ 参加費には参加者への昼食または軽食の費用、講演者、座長・
司会等への謝金、旅費交通費、宿泊費、講演関連資料費、運営
要員等人件費は含まれておりません。

5. 申込締切日： 令和4年7月15日（木）

6. その他： 演題、講演概要、座長、講演者、講演者ご略歴を抄録集に掲載いた
しますので、下記、締切日までにお知らせください。
・版型：A4版
・印刷方法：モノクロ1色印刷
・原稿締切日：令和4年8月15日（月）
・入稿方法：Wordにてお送り下さい。
＊）申込締切日以降、プログラムが確定後に詳細を連絡します。

ランチョンセミナー及び共催セミナー等募集要項
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令和　　　年　　　月　　　日

□ 参加を申し込みます。

　　□ ランチョンセミナー 1,650,000円（税込）

　　□ 共催セミナー 1,100,000円（税込）

　　□ スイーツセミナー 990,000円（税込）

貴社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご担当部署：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　〒

ご連絡先住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　　

E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ランチョンセミナー及び共催セミナー等申込書

申込先： 第30回日本がん検診・診断学会総会事務局
 〒102-0072　東京都千代田区飯田橋3-11-15 6F
 株式会社クバプロ内　
 Tel  03-3238-1689 / Fax  03-3238-1837
 E-mail  jacdd2022@kuba.jp
 HP  https://www.jacdd.org/soukai30/
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1. 開催日程： 令和4年9月1日（木）～ 30日（金）

2. 開催形式： ZOOMウェビナーを用いた完全Web開催。オンデマンド配信。
  参加費なし。大会HPよりどなたでも視聴可能。

3. 講演形式： （1） ZOOM ウェビナーを使用した PC プレゼンテーション形式で 
 1枠最大30分。

  （2） オンデマンド配信期間は1ヶ月程度を予定。
＊） 講演内容・司会・演者の選定については貴社と学会事務局との
合意のうえで決定させていただきます。特に司会選定は必ず事
務局にご相談ください。

4. 共催費： 330,000円（税込）　最大14社
※ Web中継費及びオンデマンド配信に係る費用を含んでいます。
※ 講演会場費、機材費、講演者、座長・司会等へ謝金、旅費交通費
等は含まれておりません。

5. 申込締切日： 令和4年7月15日（金）

6. その他： 演題、講演概要、座長、講演者、講演者ご略歴を抄録集に掲載いた
しますので、下記、締切日までにお知らせください。

  ・版型：A4版
  ・印刷方法：モノクロ1色印刷
  ・原稿締切日：令和4年8月15日（月）
  ・入稿方法：Wordにてお送り下さい。
  ＊）申込締切日以降、プログラムが確定後に詳細を連絡します。

WEBセミナー募集要項
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WEBセミナー募集要項

令和　　　年　　　月　　　日

□ 参加を申し込みます。

　　□ Webセミナー 330,000円（税込）

貴社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご担当部署：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　〒

ご連絡先住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　　

E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申込先： 第30回日本がん検診・診断学会総会事務局
 〒102-0072　東京都千代田区飯田橋3-11-15 6F
 株式会社クバプロ内　
 Tel  03-3238-1689 / Fax  03-3238-1837
 E-mail  jacdd2022@kuba.jp
 HP  https://www.jacdd.org/soukai30/
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1. 目標金額： 3,000,000円

2. 募集金額： 随意

3. 使　途： 会場費、機材費

4. 応募締切日： 令和4年8月19日（金）

5. 御請求・お支払いについて：
  お申し込み確定後、請求書をお送りいたします。請求書に記載いた

します支払日までに指定口座へお振込下さい。
  また、振込手数料は貴社にてご負担下さい。貴社事情により支払い

日までにお振込みできない場合は、必ずご連絡下さい。

寄附金募集要項・申込書

令和　　　年　　　月　　　日

□ 第30回日本がん検診・診断学会総会の趣旨に賛同し、下記金額を寄附金として申込みます。

金　　　　　　　　　　　円他

貴社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※抄録集・ホームページへの社名記載を希望しない場合は、以下にチェック☑を入れてください。
　□社名記載を希望しない

※本申込書を送付の上、下記銀行口座宛にお振込みをお願い申し上げます。
　銀行名：ゆうちょ銀行 
　店　　名：○○八（読み　ゼロゼロハチ） 　店　　番：008
　口座番号：9595438 　口座種類：普通
　口座名義：特定非営利活動法人日本がん検診・診断学会
　　　　　　ﾄｸﾋ）ﾆﾎﾝｶﾞﾝｹﾝｼﾝｼﾝﾀﾞﾝｶﾞｯｶｲ

ご担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご担当部署：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　〒

ご連絡先住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　　

E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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第30回日本がん検診・診断学会総会　収支予算
（単位；円）

項目 予算額 内訳・備考
1. 参加費
　当日参加費：医師・一般 2,500,000 10,000円×250名

200,000 コメディカル　40名
2. 抄録集販売費 5,000 1,000円×5冊
3. 開催準備金（学会本部） 600,000
4. 広告掲載費
　　表4 154,000 154,000円×1社
　　表3 99,000 99,000円×1社
　　表2 110,000 110,000円×1社
　　中頁（全面） 231,000 77,000円×3社
　　中頁（半面） 220,000 55,000円×4社
5. 展示出展料 594,000 198,000円×3社
6. セミナー共催費
　　ランチョンセミナー 6,600,000 1,650,000円×4社
　　共催セミナー 1,100,000 1,100,000円×1社
　　スイーツセミナー 990,000 990,000円×1社
　　Webセミナー 4,620,000 330,000円×14社
7. 寄附金 3,000,000

収入合計 21,023,000

収入の部

支出の部
項目 予算額 内訳・備考

Ⅰ. 事前準備関係　
　1. 通信運搬費 450,000
　2. 抄録制作費 2,200,000
　3. ポスター制作費 440,000
　4. 専用HP運用費 1,200,000
　5. 運営費（問合せ対応費） 800,000
　6. 事務局印刷費 425,000
Ⅱ. 当日運営経費関係
　1. 会場費 3,900,000
　2. 理事会及び各種委員会等会議費 3,400,000
　3. 機材費　　　　　 　 3,850,000
　4. 運営要員関係費 1,700,000
　5. 講演者招聘費・交通費 1,000,000
　6. 事務局諸雑費（消耗品費等） 400,000
　7. 予備費 458,000
　8. 事務連絡調整費 800,000

支出合計 21,023,000





第30回日本がん検診・診断学会総会 事務局
〒102-0072　東京都千代田区飯田橋3-11-15

株式会社クバプロ内
TEL 03-3238-1689　FAX 03-3238-1837

E-mail:jacdd2022@kuba.jp

開催方法、プログラム等の詳細については、決まり次第HPに掲載いたします。

https://www.jacdd.org/soukai2022https://www.jacdd.org/soukai2022

がん検診・診断

第30回
日本がん検診・診断学会総会

The 30th Annual Meeting of Japanese Association for Cancer Detection and Diagnosis

会 期 2022年9月29日木、30日金
会 場 一橋大学一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）

会 長 第30回 日本がん検診・診断学会総会 会長 
 小川眞広 日本大学医学部内科学系消化器肝臓内科分野   日本大学病院 消化器内科 超音波検査室

with corona/after corona
あなたはどのように踏みだしますか？


